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サイバーフィジカルシステムや IoT など現代の複雑な
システムにおいて，特に計測技術，計測工学はますます重
要となっている．そこで，これまでの計測工学を振り返り，
将来の発展につながるように「計測工学 温故知新」と 
題した特集号を企画した．「計測と制御」の特集は，会誌
出版委員会の各部門の委員からなる小委員会が分担し，本
特集は計測小委員会が担当したものである．当初はとある
特定のテーマについての温故知新の企画が提案されてお
り，小委員会ではこれを発展させ計測分野全体の温故知新
についてまとめることとした．新たに著者を選定し原稿を
執筆していただくことも考えられたが，さまざまな理由か
ら過去の「計測と制御」の掲載済み原稿について著者自身
に振り返りのコメントを書いていただくこととした．そう
した経緯から，本特集は，安藤先生に執筆いただいた巻頭

言に続く記事は「計測と制御」の再掲記事と著者コメント
から構成されており今までの特集とはかなり異なったもの
となった．
「計測と制御」は 1962 年から発刊されており，掲載済み

の膨大な記事の中から 10 篇程度の記事を選定することは
そもそも難しかった．また，計測を「広げること」「深め
ること」「応えること」のバランスを考慮して選定をした
つもりであるが，紙面の関係で載せることのできなかった
記事も多数ある．さらに，著者が物故者で残念ながらコメ
ントを得られなかった記事もある．そういう意味では本特
集は未完成ではあるのだが，本特集が計測を一層発展させ
るためのこれまでとこれからを読者の皆様が考えるきっか
けとしていただければ幸いである．

 （川喜田　佑介　記）
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